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第Ⅰ章 福井県坂井市地域における調査結果 

1．調査の概要 

1.1 地点別・季節別の変化（量） 
第 1 回クリーンアップ調査結果は今までに蓄積した漂着ゴミの累計であるが、第 2～6

回クリーンアップ調査結果は、前回のクリーンアップ調査終了時から当該回のクリーンア

ップ調査時までに新たに漂着したゴミであると考えられる。第 1～6回クリーンアップ調査

において回収した漂着ゴミの重量（㎏/100 ㎡）を図 1.1-1 に、容量（L/100 ㎡）を図 1.1-2

に示す。 

地点 1(験潮所)、地点 2(水族館)、地点 4(ナホトカの碑東側)では冬明けの第 4回目（2008

年 4 月）が最も多かった。地点 5(福良の浜)は第 2 回目（2007 年 12 月）、地点 3(二の浜)

及び地点 6(製塩所廃跡)は第 6回目(2008 年 9 月)が最も多くなった。なお、第 3回目の調

査は荒天のため実施していない。 
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重
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（
k
g
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1
0
0
m
2
）

自然系(死骸)
自然系(海藻)
自然系(流木)
自然系(潅木)
その他(木材等)
金属類
ガラス・陶磁器類
布類
紙類
発泡スチロール類
ゴム類
プラスチック類

※ ※ ※ ※ ※ ※

注：表中の※は、荒天のため調査を実施していないことを示す。

 

図 1.1-1 共通調査において回収したゴミ重量（第 1～6回） 
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地点1 地点2 地点3 地点4 地点5 地点6

容
量
（
L
/
1
0
0
m
2
）

自然系(死骸)
自然系(海藻)
自然系(流木)
自然系(潅木)
その他(木材等)
金属類
ガラス・陶磁器類
布類
紙類
発泡スチロール類
ゴム類
プラスチック類

※ ※※※ ※ ※

注：表中の※は、荒天のため調査を実施していないことを示す。

 

図 1.1-2 共通調査において回収したゴミ容量（第 1～6回）
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また、海藻を除いた漂着ゴミの重量（㎏/100 ㎡）を図 1.1-3 に、容量（L/100 ㎡）を図 1.1-4

に示す。 

地点 3、4は冬明けの第 4回目（2008 年 4 月）が最も多かったが、地点 1、2、5、6は第

2回目調査（2007 年 12 月）が最も多くなった。 

0

50

100

150

1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

5
回
目

6
回
目

1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

5
回
目

6
回
目

1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

5
回
目

6
回
目

1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

5
回
目

6
回
目

1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

5
回
目

6
回
目

1
回
目

2
回
目

3
回
目

4
回
目

5
回
目

6
回
目

地点1 地点2 地点3 地点4 地点5 地点6

重
量
（
kg
/1
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m
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自然系(死骸)

自然系(流木)

自然系(潅木)

その他(木材等)

金属類

ガラス・陶磁器類

布類

紙類

発泡スチロール類

ゴム類

プラスチック類

※※※※※※

注：表中の※は、荒天のため調査を実施していないことを示す。

 

図 1.1-3 共通調査において回収したゴミ重量（第 1～6回：海藻を除く） 
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自然系(死骸)

自然系(流木)

自然系(潅木)
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ガラス・陶磁器類

布類

紙類
発泡スチロール類
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※※※※※※

注：表中の※は、荒天のため調査を実施していないことを示す。

 

図 1.1-4 共通調査において回収したゴミ容量（第 1～6回：海藻を除く） 
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更に、海藻以外に、自然系である流木・潅木を除いた漂着ゴミの重量（㎏/100 ㎡）を図 

1.1-5 に、容量（L/100 ㎡）を図 1.1-6 に示す。 

地点 3、4は冬明けの第 4回目調査（2008 年 4 月）が最も多かったが、地点 1、2、5、6

は第 2回目調査（2007 年 12 月）が最も多くなった。 
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プラスチック類

※※※※※※

注：表中の※は、荒天のため調査を実施していないことを示す。

 

図 1.1-5 共通調査において回収したゴミ重量（第 1～6回：海藻、流木・潅木を除く） 
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※ ※ ※ ※ ※ ※

注：表中の※は、荒天のため調査を実施していないことを示す。

 

図 1.1-6 共通調査において回収したゴミ容量（第 1～6回：海藻、流木・潅木を除く） 
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さらに漂着ゴミの個数（個/100 ㎡）を図 1.1-7 に示す。海藻、潅木は個数を計数できな

いため人工物のみの個数で表現した。 

地点１、3、4は冬明けの第 4回目調査（2008 年 4 月）が最も多かったが、地点 2は第 5

回目(2008 年 5 月末)、地点 5、6は第 2回目調査（2007 年 12 月）が最も多くなった。 
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※※※※※※

注：表中の※は、荒天のため調査を実施していないことを示す。

 

図 1.1-7 共通調査において回収したゴミ個数（第 1～6回） 
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1.2 地点ごとの集計結果 
(1) 地点 1 

第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-1、図 1.2-2 に示す。 

当海岸（地点 1）は、第 2 回目（2007 年 12 月）には海藻が少ないが、第 4 回目（2008

年 4 月）、第 5回目（2008 年 6 月）には海藻が多くなった。 

 

次に、海藻は通常、地元でも回収はされていないため、海藻を除いた漂着ゴミで比較を

行った。第 2～6回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ご

とのうち、海藻を除いた枠内重量比率および容量比率を図 1.2-1、図 1.2-2 に示す。 

当海岸（地点 1）は、プラスチック類の占める割合が第 2回目（2007 年 12 月）重量比率

では約 1/3、第 4回目（2008 年 4 月）でも約 1/3、第 5回目（2008 年 6 月）では約半分と

なった。また、流木・潅木が約 1/3 から 1/4 漂着するのも特徴であった。 

 

更に、自然系である流木・潅木も大量に漂着する、いわゆる災害時以外は回収されてい

ないため、海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較を行った。第 2～6

回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとのうち、人工

物の枠内重量比率および容量比率を図 1.2-1、図 1.2-2 に示す。 

当海岸（地点 1）は、プラスチック類の占める割合が第 2回目（2007 年 12 月）重量比率

では約 1/3、第 4回目（2008 年 4 月）でも約 1/3、第 5回目（2008 年 6 月）では約半分と

なった。また、流木・潅木が約 1/3 から 1/4 漂着するのも特徴であった。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 13%

23%

23%

35%

51.1㎏/100m2  

 

60%
11%

10%

14%

112.9㎏/100m2

12%

20%

19%
46%

5.1㎏/100m2

45%

12%

20%

15%

8.9㎏/100m2

41%

6%

8%
15%

22%

46.5㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 
34%

24%

24%

13%

50.4㎏/100m2  

 

25%

29% 36%

44.5㎏/100m2

23%

21%

52%

4.5㎏/100m2

54%

23%

14%

7.6㎏/100m2

7%

26%

14%
11%

35%

27.9㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
37%

54%

31.9㎏/100m2  

 
6%

36% 52%

30.5㎏/100m2

29%

66%

3.5㎏/100m2

19%

69%

5.8㎏/100m2

54%

21%

16%

18.7㎏/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-1 重量比率（地点 1） 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 

10%

33%

26%

23%

260.3L/100m2  

 

28%

39%
14%

16%

552.2L/100m2

14%

13%

13%
57%

20.7L/100m2

5%

19%

23%

13%

39%

76.7L/100m2

6%

19%

10%

18%

24%

21%

236.6L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 
11%

35%

26%
23%

252.2L/100m2  

 

53%

19% 22%

402.2L/100m2

16%

15%

65%

17.7L/100m2

7%

16%

28%

46%

62.3L/100m2

8%

22%

12%

29%

26%

191.0L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
48%

15%

34%

174.4L/100m2  

 

65%
6%

28%

323.5L/100m2

18%

77%

15.1L/100m2

23%

9%

65%

45.0L/100m2
10%

39%

16%

34%

145.2L/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-2 容量比率（地点 1） 
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(2) 地点 2 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-3、図 1.2-4 に示す。 

当海岸（地点 2）は、第 2 回目（2007 年 12 月）には海藻が少ないが、第 4 回目（2008

年 4 月）、第 5回目（2008 年 6 月）には海藻が多くなった。 

 

次に、地点 1と同様の理由で海藻を除いた漂着ゴミで比較を行った。第 2～6回クリーン

アップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとのうち、海藻を除いた枠

内重量比率および容量比率を図 1.2-3、図 1.2-4 に示す。 

当海岸（地点 2）は、重量から見るとプラスチック類、その他の人工物、ガラス・陶磁

器類の占める割合が調査ごとに変化をしているが、容量からみると、プラスチック類が約

1/3 から約 1/4 を占めている。また、第 4回目（2008 年 4 月）は、発泡スチロール類が約

1/4 を占めた。 

 

更に、自然系である流木・潅木も大量に漂着する、いわゆる災害時以外は回収されてい

ないため、海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較を行った。第 2～6

回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとのうち、人工

物の枠内重量比率および容量比率を図 1.2-3、図 1.2-4 に示す。 
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 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 
6%

85%

6%

16.3㎏/100m2  

 

6%

83%

8%

25.7㎏/100m2

76%

8%

7%
6%

15.0㎏/100m2

60%

17%
6%

8%

8.5㎏/100m2

59%

5%

8%

23%

16.4㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 
89%

7%

15.4㎏/100m2  

 

33%

11%

47%

4.4㎏/100m2

24%

27%

31%

14%

3.8㎏/100m2

10%

15%

21%

43%

3.3㎏/100m2

0%2%2%2%0%1%6%

55%

13%
19%

6.7㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
90%

7%

15.2㎏/100m2  

 

8%

17%

70%

3.0㎏/100m2

35%

40%

20%

2.6㎏/100m2

5%

6%

12%

55%

19%

2.6㎏/100m2

64% 7%

22%

5.8㎏/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-3 重量比率（地点 2） 



 

Ⅳ
-
1
0

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 17%

34%
10%

34%

60.4L/100m2  

 

64% 17%

9%

10%

150.4L/100m2

83%

9%

88.5L/100m2

65%
7%

22%

114.8L/100m2

6%

6%

61%
10%

16%

103.5L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 41%

12%

42%

50.2L/100m2  

 

46%

25%

27%

55.8L/100m2

7%
52%

19%

19%

15.5L/100m2

6%

20%

65%

40.3L/100m2

27%

15%

40%

14%

40.5L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く）

12%

42% 44%

48.4L/100m2  

 

46% 49%

30.3L/100m2

6%

40%

13%

41%

7.5L/100m2

6%
7%

79%

32.5L/100m2

20%

19%
55%

29.7L/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-4 容量比率（地点 2） 
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(3) 地点 3 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-5、図 1.2-6 に示す。 

当海岸（地点 3）は、各回とも海藻や流木・潅木の割合が高くなった。 

 

次に、海藻は通常、地元でも回収はされていないため、海藻を除いた漂着ゴミで比較を

行った。第 2～6回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ご

とのうち、海藻を除いた枠内重量比率および容量比率を図 1.2-5、図 1.2-6 に示す。 

当海岸（地点 3）は、第 2 回目（2007 年 12 月）および第 4 回目（2008 年 4 月）におい

て重量から見るとプラスチック類やその他の人工物が占める割合が高い。第 4回目（2008

年 4 月）および第 5回目（2008 年 6 月）における容量では、発泡スチロール類の占める割

合が高くなった。 

 

更に、自然系である流木・潅木も大量に漂着する、いわゆる災害時以外は回収されてい

ないため、海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較を行った。第 2～6

回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとのうち、人工

物の枠内重量比率および容量比率を図 1.2-5、図 1.2-6 に示す。 

 

 

 



 

Ⅳ
-
1
2

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 

51%

13%

11%

17%

13.5㎏/100m2  

 

19%

6%

26%

22%

23%

23.5㎏/100m2

18%

53%

22%

1.3㎏/100m2

96%

73.1㎏/100m2

74%

8%

7%

8%

28.4㎏

 

集計重量 

（海藻を除

く） 

5%
6%

26%

21%

36%

6.6㎏/100m2  

 

7%33%

27% 28%

19.0㎏/100m2

27%

64%

1.1㎏/100m2

7%

50%

38%

3.3㎏/100m2

6%31%

26% 31%

7.6㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
29%

8%
7%

48%

4.9㎏/100m2  

 

45%

10%

39%

13.9㎏/100m2

6%

7%
6%

76%

0.4㎏/100m2

54%
41%

3.0㎏/100m2

41%

8%

42%

5.6㎏/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-5 重量比率（地点 3） 



 

Ⅳ
-
1
3

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 

5%

61%

13%

15%

116.9L/100m2  

 

18%

8%

20%30%

23%

167.9L/100m2

5%

42%

40%

11%

8.4L/100m2

97%

520.1L/100m2

75%

8%

6%
8%

207.2L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 

34%

7%

14%

38%

44.0L/100m2  

 

24%
10%

37%
28%

138.0L/100m2

69%

9%

19%

4.9L/100m2

32%

11%

51%

18.1L/100m2

30%

11%
24%

33%

52.1L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
39%

9%

44%

37.9L/100m2  

 

38%

16%

44%

87.8L/100m2

6%

29%

60%

1.5L/100m2

36%

57%

16.0L/100m2

35%

16%

45%

36.4L/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-6 容量比率（地点 3） 
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(4) 地点 4 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-7、図 1.2-8 に示す。 

当海岸（地点 4）は、第 2 回目（2007 年 12 月）には海藻が少ないが、第 4 回目（2008

年 4 月）、第 5回目（2008 年 6 月）には海藻が多くなった。 

 

次に、海藻は通常、地元でも回収はされていないため、海藻を除いた漂着ゴミで比較を

行った。第 2～6回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ご

とのうち、海藻を除いた枠内重量比率および容量比率を図 1.2-7、図 1.2-8 に示す。 

当海岸（地点 4）は、各回とも重量から見るとプラスチック類や流木・潅木の割合が高

くなったが、容量からみると発泡スチロール類の占める割合が高くなっている。 

 

更に、自然系である流木・潅木も大量に漂着する、いわゆる災害時以外は回収されてい

ないため、海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較を行った。第 2～6

回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとのうち、人工

物の枠内重量比率および容量比率を図 1.2-7、図 1.2-8 に示す。 

 

 

 



 

Ⅳ
-
1
5

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 
6%

22%

14%
23%

8%

22%

3.1㎏/100m2  

 

51%

13%

28%

28.4㎏/100m2

78%

13%

7%

7.4㎏/100m2

71%

5%

6%

12%

16.0㎏/100m2

6%
58%

11%

18%

13.8㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 

23%

15%

24%

9%

24%

2.9㎏/100m2  

 

6%

7%

27%

58%

13.8㎏/100m2

58%

33%

1.6㎏/100m2

18%

38%

19%

15%

4.7㎏/100m2

1%5%0%2%7%

43%
27%

13%

5.8㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）

19%

32% 12%

31%

2.2㎏/100m2  

 

10%

8%

79%

10.1㎏/100m2

6%
8%

80%

0.7㎏/100m2

50%

19%

23%

3.6㎏/100m2

9%

18%

7%

61%

4.2㎏/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-7 重量比率（地点 4） 



 

Ⅳ
-
1
6

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 
7%

8%

26%

50%

25.0L/100m2  

 

51%

11%

16%

22%

152.9L/100m2

83%

6%

9%

66.5L/100m2

75%

8%

7%

104.3L/100m2

61%

9%

11%

17%

87.6L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 
28%

9%

52%

23.3L/100m2  

 

33%

22%

43%

75.8L/100m2

53%

11%

34%

11.3L/100m2

29%

12%

12%
12%

31%

27.5L/100m2

40%

26%

24%

34.9L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く） 31%

58%

21.3L/100m2  

 

42%
56%

59.5L/100m2

23%

74%

5.3L/100m2

18%

18%

19%

43%

18.4L/100m2

35% 55%

26.5L/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-8 容量比率（地点 4） 
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(5) 地点 5 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-9、図 1.2-10 に示す。 

当海岸（地点 5は、第 2回目（2007 年 12 月）および第 4回目（2008 年 4 月）には海藻

が少ないが、第 5回目（2008 年 6 月）には海藻が多くなった。 

 

次に、海藻は通常、地元でも回収はされていないため、海藻を除いた漂着ゴミで比較を

行った。第 2～6回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ご

とのうち、海藻を除いた枠内重量比率および容量比率を図 1.2-9、図 1.2-10 に示す。 

当海岸（地点 5）は、重量から見て第 2回目（2007 年 12 月）および第 4回目（2008 年 4

月）においてプラスチック類の占める割合が高くなったが、第 5回目（2008 年 6 月）では

流木・潅木の割合が高くなった。また容量から見るとプラスチック類、発泡スチロール類

の割合が高くなった。 

 

更に、自然系である流木・潅木も大量に漂着する、いわゆる災害時以外は回収されてい

ないため、海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較を行った。第 2～6

回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとのうち、人工

物の枠内重量比率および容量比率を図 1.2-9、図 1.2-10 に示す。 

 

 



 

Ⅳ
-
1
8

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 13%

19%

11%

54%

101.1㎏/100m2  

 

21%

21%

18%

37%

36.8㎏/100m2

86%

7%

31.8㎏/100m2

6%

35%

21%
8%

22%

63.2㎏/100m2

22%

15%

22%

34%

58.3㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 22%

13%

62%

87.7㎏/100m2  

 

47%

27%

23%

29.2㎏/100m2

25%

43%

9%

15%

4.6㎏/100m2

8%

38%

23%

22%

5%

59.6㎏/100m2

28%

19%
45%

45.3㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
26%

70%

76.3㎏/100m2  

 

35%

60%

22.4㎏/100m2

8%

29%

10%

48%

1.4㎏/100m2

7%

54%

32%

41.0㎏/100m2

36%

57%

35.4㎏/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-9 重量比率（地点 5） 
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-
1
9

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計容量 

(全量) 7%
7%

6%

11%

68%

683.4L/100m2  

 
10%

7%

24%
56%

345.2L/100m2

5%

89%

152.0L/100m2

12%

17%

11%

29%

29%

583.0L/100m2

16%

10%
9%

17% 47%

441.2L/100m2

 

集計容量 

（海藻を除

く） 
73%

8%

12%

6%

632.7L/100m2  

 

8%

26%

62%

310.5L/100m2

14%

21%

19%

36%

18.3L/100m2

33%

13% 20%

31%

513.5L/100m2

11%

11%

20%

56%

369.2L/100m2

 

集計容量 

（流木・潅木、

海藻を除く）

7%

13%

79%

583.0L/100m2  

 
10%

85%

229.4L/100m2

5% 6%

30% 55%

11 9L/100

19%

30%

47%

337.8L/100m2

15%

13%

71%

291.0L/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-10 容量比率（地点 5） 
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(6) 地点 6 
第 2～6 回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとの

枠内重量比率および容量比率を図 1.2-11、図 1.2-12 に示す。 

当海岸（地点 6）は、各回とも流木・潅木の割合が高く、特に第 5回目（2008 年 6 月）

には海藻が多くなった。 

 

次に、海藻は通常、地元でも回収はされていないため、海藻を除いた漂着ゴミで比較を

行った。第 2～6回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ご

とのうち、海藻を除いた枠内重量比率および容量比率を図 1.2-11、図 1.2-12 に示す。 

当海岸（地点 6）は、重量から見ると流木・潅木の割合が高くなったが、容量から見る

と発泡スチロール類の割合も高かった。 

 

更に、自然系である流木・潅木も大量に漂着する、いわゆる災害時以外は回収されてい

ないため、海藻以外に流木・潅木を除いた漂着ゴミ（人工物）で比較を行った。第 2～6

回クリーンアップ調査の共通調査において回収された漂着ゴミの大分類ごとのうち、人工

物の枠内重量比率および容量比率を図 1.2-11、図 1.2-12 に示す。 

 

 

 



 

Ⅳ
-
2
1

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 19%

31%
19%

21%

11.1㎏/100m2  

 

43%

11%

36%

4.7㎏/100m2

51%

6%

37%

7.0㎏/100m2

90%

5%

69.5㎏/100m2

12%

71%

7%

23.1㎏/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 

19%

31%

19%

21%

11.1㎏/100m2  

 

43%

11%

36%

4.7㎏/100m2

73%

13%

7%

3.5㎏/100m2

90%

5%

69.5㎏/100m2

74%

13%

7%

22.2㎏/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
38%

8% 8%

42%

5.7㎏/100m2  

 
8%

9%

19%
64%

2.6㎏/100m2

48%

17%

25%

0.9㎏/100m2

58%
13%

16%

10%

3.0㎏/100m2

7%
10%

9%

22%

49%

3.1㎏/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-11 重量比率（地点 6） 
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2

 

 第 2 回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合計(第 2～6回)  

集計重量 

(全量) 
33%

31%

24%

79.5L/100  

 

48%

38%

14%

75.8L/100m2

85%

8%

55.3L/100m2

65%
23%

8%

240 9L/100m2

10%

36%

28%

16%

9%

112.9L/100m2

 

集計重量 

（海藻を除

く） 33%

31%

24%

79.3L/100m2  

 

14%

38%

48%

75.8L/100m2

6%

50%

14%

27%

8.9L/100m2

65%
23%

8%

240.6L/100m2

40%

31%

18%

10%

101.2L/100m2

 

集計重量 

（流木・潅木、

海藻を除く）
49%

8%

39%

49.4L/100m2  

 

72%

28%

39.9L/100m2

28%

12%

55%

4.3L/100m2

67%

29%

29.9L/100m2

59%

34%

30.9L/100m2

 

凡例

ゴム類

紙類

布類

金属類

発泡スチ
ロール類

プラス
チック類

自然系
(流木)

自然系
(潅木)

ガラス・
陶磁器類

自然系
(死骸)自然系

(海藻)

木材等

 

     

図 1.2-12 容量比率（地点 6） 
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